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はじめに

本講演は，
NEDO: 独立行政法人 新エネルギー・産業技術総合開発機
構 水素利用技術研究開発事業

／燃料電池自動車及び水素供給インフラの国内規制適正化、
国際基準調和・国際標準化に関する研究開発

／水素ステーション用金属材料の鋼種拡大に関する研究開
発において導入が進められている
高圧水素中の疲労試験装置の紹介である．

発表の内容には
NEDO: 独立行政法人 新エネルギー・産業技術総合開発機
構 水素先端科学基礎研究事業（平成18～24年度）の成
果も含む．



疲労強度の評価線図
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S-N線図
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疲労限度

１０００万回 20Hzで6日
5Hzで23日
1Hzで115日



疲労限度設計と疲労寿命設計
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S-N線図
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疲労により
破壊しない

疲労により
必ず破壊する＝

寿命を限って使えば
高い負荷で材料を使える．
しかし，適宜検査が必要．

＝

高い負荷をかけられないが
寿命は無限である．



4
き裂進展に及ぼす水素の影響

50m

⽋陥を想定した設計

材料中の欠陥の一例
（非金属介在物）

宮本，松尾，小林，向家，松岡，
機論Ａ，78-788 (2012) 531-546

⾼圧⽔素中のき裂進展データ
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高圧水素中の高サイクル疲労試験結果の一例

Normalized S35C
f = 26Hz
R = -1
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従来の試験機で高圧水素中・高サイクル疲労試験を実施するバリア
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ピストン ナット

シール材

高圧水素容器

ピストン

バックアップ
リング

シール

高圧ガス容器
試験片

1000万回

高圧水素のシールは，
シール材とピストンの接触面でなされる．

・シール材の摩耗
・シール性の低下


